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彙 

報 
 

第
六
十
九
回
研
究
発
表
会 

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日 

於

M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
T
e
a
m
s
 

を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
学
会 

［
研
究
発
表
］ 

外
来
語
の
連
体
修
飾
に
お
け
る
「
〜
の
」
型
か 

ら
「
〜
な
」
型
へ
の
交
替  

本
学
四
年
生 
片
岡 

み
な
み 

小
泉
八
雲
「
雪
女
」
の
特
殊
性 

平
成
三
十
年
度
卒
業
生 

和
田 
理
紗
子 

疫
神
を
感
ぜ
し
め
た
も
の―

朗
詠｢

隴
山
雲
暗 

〜｣

句
注
の
説
話
に
つ
い
て―

 
 

本
学
教
授 

福
島 

尚 

 

卒
業
論
文
題
目
（
令
和
元
年
度
、
本
学
会
運
営

員
の
指
導
学
生
に
よ
る
卒
業
論
文
） 

 

阿
部 

日
菜
子 

太
宰
治
「
フ
ォ
ス
フ
ォ
レ
ッ
セ
ン
ス
」
論―

構
造
と
語
り
か
ら
読
む
「
太
宰
治
」―

 

荒
谷 

雄
太 

川
端
康
成
「
油
」
論―

「
私
」
の
変
化
と
受

容
に
つ
い
て―

 

伊
藤 

美
沙
希 

台
湾
人
観
光
客
を
高
知
に
誘
致
す
る
た
め

に 

井
上 

美
由
記 

助
詞
「
の
」
に
よ
る
同
格
構
文
の
通
時
的
変

遷 

岩
崎 

真
大 

内
田
百
閒
『
冥
途
』
論 

鵜
木 

見
早 

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
月
の
描
か
れ
方 

大
林 

千
鶴 

小
川
国
夫
『
生
の
さ
中
に
』
論―

「
ア
ポ
ロ

ナ
ス
に
て
」
を
中
心
に―

 

尾
﨑 

菜
稚
嘉 

夢
野
久
作
作
品
に
お
け
る
「
悪
魔
」
像―

「
一

足
お
先
に
」
を
中
心
に―

 

梶
浦 

花 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
鬼
・
霊
・
神 

鎌
村 

日
向
子 

西
洋
人
・
日
本
人
遍
路
と
の
比
較
か
ら
見
る

台
湾
人
遍
路
の
特
徴
と
は―

台
湾
人
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら―

 

川
越 

靖
子 

宮
沢
賢
治
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
論 

神
﨑 

陽
日 

和
泉
式
部
と
「
世
の
中
」 

清
谷 

麻
夕
奈 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
語
り
の
方
法―

『
古
事

談
』
と
の
比
較
か
ら―

 

小
濵 

美
央 

山
本
一
力
『
い
す
ゞ
鳴
る
』
の
本
文
異
同 

齋
藤 

香
織 

佐
竹
一
男
著
「
小
筑
紫
村
の
方
言
と
習
俗
」

を
主
資
料
と
し
た
高
知
県
小
筑
紫
方
言
の

研
究 

迫
田 

祥
仁 

毛
沢
東
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷 

武
江 

美
洋 

梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
論―

「
え
た
い
の
知

れ
な
い
不
吉
な
塊
」
と
檸
檬―

 

谷
内 

希
実 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菊
池
寛
「
暴
君
の
心
理
」
か
ら
「
忠
直
卿
行

状
記
」
へ
の
改
作
に
つ
い
て 

辻 

涼
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
祇
王
説
話
」 

田 

伊
純 

安
部
公
房
『
砂
の
女
』
論 

土
口 

景
大 

言
文
一
致
体
小
説
の
成
立
に
つ
い
て 

富
井 

瑠
香 

日
本
の
高
齢
者
介
護
の
課
題―

高
齢
者
、
家

族
、
施
設
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら―

 

西
村 

菜
々 

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
「
宿
命
の
女
」
像

の
形
成―

谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」
の
ナ

オ
ミ
に
注
目
し
て―

 

濵
﨑 

郁
美 

第
一
一
三
話
か
ら
見
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

の
表
現 
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坂
東 

咲
映 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
教
訓
的
評
語
の
解
釈

に
つ
い
て 

東
谷 
優
太 

「
夜
長
姫
と
耳
男
」
論―

坂
口
安
吾
の
古
代

史
観
・
文
学
観
を
通
し
て―

 

常
陸 

奈
央 

太
宰
治
「
葉
桜
と
魔
笛
」
論―

語
り
手
「
私
」

の
思
い―

 

方 

思
佳 

資
生
堂
の
中
国
進
出―

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
構
築
の
秘
密―

 

三
浦 

菜
津 

中
国
帰
国
者
へ
の
日
本
語
支
援―

日
本
及

び
高
知
県
の
政
策
に
つ
い
て
の
課
題
と
対

策―
 

宮
原 

李
奈 

方
言
の
標
準
語
化
・
衰
退
・
消
滅
に
つ
い
て

―

若
者
の
方
言
へ
の
関
心
度
の
調
査
か
ら

考
察―

 

宮
本 

真
奈 

森
鷗
外
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
論―

主

人
公
、
金
井
湛
の
欠
陥 

安
岡 

の
ど
か 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
文
と
説
話
の
連
想 

矢
田 

帆
乃
香 

『
徒
然
草
』
の
女
性
論
章
段
に
お
け
る
虚
構

性 

山
根 

大
輝 

『
今
昔
物
語
集
』
蛇
説
話
考 

山
本 

采
季 

外
国
人
日
本
語
学
習
者
に
見
ら
れ
る
格
助

詞
の
誤
用―

韓
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本

語
学
習
者
を
対
象
に―

 
 

  

高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
会
則 

 

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日 

改
定
） 

 

一
、
本
会
は
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
と
称
す

る
。 

二
、
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

（
１
）
文
理
学
部
国
語
国
文
学
科
卒
業
生
（
昭

和
二
十
四
年
度
～
昭
和
五
十
一
年
度
入
学
） 

（
２
）
人
文
学
部
国
語
国
文
学
科
卒
業
生
（
昭

和
五
十
二
年
度
～
平
成
三
年
度
入
学
） 

（
３
）
人
文
学
部
日
本
・
東
洋
文
化
コ
ー
ス
卒

業
生
で
、
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語

学
・
文
学
を
専
攻
し
た
も
の
（
平
成
四
年
度

～
平
成
九
年
度
入
学
） 

（
４
）
人
文
学
部
卒
業
生
で
、
日
本
語
学
、
日

本
文
学
、
中
国
語
学
・
文
学
を
専
攻
し
た
も

の
（
平
成
十
年
度
～
平
成
二
十
七
年
度
入
学
） 

（
５
）
人
文
社
会
科
学
部
卒
業
生
で
、
日
本
語

学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・
文
学
を
専
攻

し
た
も
の
（
平
成
二
十
八
年
度
入
学
以
降
） 

（
６
）
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
の
修
了

生
で
、
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・

文
学
を
専
攻
し
た
も
の
（
平
成
十
一
年
度
～

平
成
二
十
年
度
入
学
） 

（
７
）
大
学
院
人
文
社
会
科
学
専
攻
の
修
了
生

で
、
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・

文
学
を
専
攻
し
た
も
の
（
平
成
二
十
一
年
度

入
学
以
降
） 

（
８
）
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・

文
学
を
担
当
す
る
人
文
学
部
・
人
文
社
会
科

学
部
教
員 

（
９
）
教
育
学
部
国
語
科
関
係
教
員 

（
10
）
人
文
学
部
、
人
文
社
会
科
学
部
お
よ
び

大
学
院
人
文
社
会
科
学
専
攻
に
お
い
て
日

本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・
文
学
を

専
攻
す
る
在
学
生 

（
11
）
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
入
会
を
認
め

ら
れ
た
も
の 

三
、
本
会
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
学
術
研
究

の
進
展
と
を
図
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と

す
る
。 

四
、
本
会
に
左
の
役
員
を
置
き
、
役
員
会
を
構

成
す
る
。 

（
１
）
運
営
委
員―

日
本
語
学
、
日
本
文
学
、

中
国
語
学
・
文
学
を
担
当
す
る
人
文
学
部
・

人
文
社
会
科
学
部
教
員
が
こ
れ
に
当
た
り
、

う
ち
一
名
を
代
表
者
と
す
る
。
代
表
者
を
も

っ
て
会
長
と
す
る
。 

 

会
長
の
任
期
は
二
年
と
し
、
連
続
す
る
再
任

は
一
度
ま
で
と
す
る
。 
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（
２
）
幹
事―

卒
業
生
・
修
了
生
お
よ
び
在
学

生
（
学
部
生
・
大
学
院
生
）
か
ら
若
干
名
を

当
て
る
。 

五
、
本
会
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
左
の
事

業
を
行
う
。 

（
１
）
総
会
、
懇
親
会
の
開
催 

（
２
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
の
開
催 

（
３
）
機
関
雑
誌
の
発
行 

（
４
）
会
報
の
発
行 

（
５
）
会
員
名
簿
の
作
成 

（
６
）
そ
の
他
必
要
な
事
業 

六
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の

他
の
収
入
を
も
っ
て
当
て
る
。 

七
、
本
会
の
事
務
は
、
運
営
委
員
で
あ
る
人
文

学
部
・
人
文
社
会
科
学
部
教
員
の
研
究
室
に

お
い
て
行
う
。 

八
、
会
員
は
、
次
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

年
額
千
円
。
た
だ
し
、
在
学
生
（
学
部
生
・

大
学
院
生
）
は
年
額
五
百
円
と
す
る
。 

九
、
五
年
に
わ
た
る
会
費
未
納
者
は
、
会
員
資

格
を
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。 

十
、
会
員
は
別
に
設
け
る
投
稿
規
程
に
も
と
づ

き
、
機
関
雑
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

十
一
、
会
員
は
別
に
設
け
る
研
究
発
表
規
定
に

も
と
づ
き
、
研
究
発
表
会
で
の
口
頭
発
表
を

希
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

十
二
、
本
会
の
会
則
の
変
更
は
、
総
会
の
議
を

経
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則 

【
投
稿
規
定
】 

（
１
）
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・

文
学
に
関
す
る
学
術
研
究
で
あ
る
こ
と
。 

（
２
）
内
容
は
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
口
頭
発
表
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

（
３
）
採
用
に
関
す
る
審
査
は
運
営
委
員
会
に

お
い
て
行
う
。 

（
４
）
分
量
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
十
枚

相
当
前
後
と
す
る
。 

（
５
）
投
稿
締
切
日
は
、
そ
の
年
度
の
九
月
末

日
と
す
る
。 

（
６
）
本
誌
収
録
の
論
文
等
の
学
術
研
究
や
教

育
成
果
物
に
つ
い
て
、
「
高
知
大
学
学
術
情

報
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
へ
の
登
録
を
申
請
し
、
電

子
的
に
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
執
筆
者
か
ら
、

本
文
を
電
子
的
に
公
開
す
る
こ
と
を
許
諾

し
な
い
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
執
筆
者
の
論
文
の
本
文
の
み
、
電
子
的

に
公
開
す
る
対
象
か
ら
除
外
す
る
。 

 

【
研
究
発
表
規
定
】 

（
１
）
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
中
国
語
学
・

文
学
に
関
す
る
研
究
発
表
で
あ
る
こ
と
。 

（
２
）
内
容
は
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

（
３
）
発
表
者
決
定
に
関
す
る
審
査
は
運
営
委

員
会
に
お
い
て
行
う
。 

（
４
）
発
表
時
間
は
二
十
分
と
す
る
。 

（
５
）
申
し
込
み
に
際
し
て
は
六
百
字
程
度
の

発
表
要
旨
を
提
出
す
る
こ
と
。 

（
６
）
申
し
込
み
締
切
日
は
、
そ
の
年
度
の
八

月
末
日
と
す
る
。 

 

な
お
、
本
会
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

に
遡
っ
て
適
用
す
る
。 

  
 

後 

記 
 

○
本
号
は
、
本
学
教
員
の
、
福
島
尚
氏
、
北
崎

勇
帆
氏
、
令
和
元
年
度
の
本
学
卒
業
生
で
、
現

在
は
本
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
専
攻
修
士

課
程
に
在
籍
し
て
い
る
齋
藤
香
織
氏
、
平
成
三

十
年
度
の
本
学
卒
業
生
の
和
田
理
紗
子
氏
に

ご
投
稿
い
た
だ
き
、
本
学
会
の
昨
年
度
の
研
究

発
表
会
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
高
知
県
立
高

知
城
歴
史
博
物
館
館
長
の
渡
部
淳
氏
に
、
ご
講

演
要
旨
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
氏

の
日
本
古
典
文
学
の
論
文
、
北
﨑
氏
・
齋
藤
氏

の
日
本
語
学
の
論
文
、
和
田
氏
の
日
本
近
代
文

学
の
論
文
、
渡
部
氏
の
日
本
歴
史
学
の
ご
講
演

要
旨
を
収
め
て
い
ま
す
。
力
作
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
各
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
て
、M

i
c
r
o
s
o
f
t
 
T
e
a
m
s
 

を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
発
表
会
を
、
十
一
月

第
四
週
の
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
オ
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ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
発
表
会
は
、
本
学
会
で
は

初
の
試
み
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
向
け
て
入
念
な
準
備
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
北
﨑
勇
帆
氏
を
始
め
と
し
た
運
営
委
員

一
同
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
研
究
発
表
会
で
は
、
片
岡
氏
み
な
み
氏
が
、 

現
代
で
は
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
」
の
よ
う
に
「
～ 

な
」
の
形
で
連
体
修
飾
す
る
外
来
語
が
、
明
治 

期
に
は
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
」
の
よ
う
な
「
～ 

の
」
の
形
で
現
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
「
～ 

の
」
か
ら
「
～
な
」
へ
の
推
移
に
つ
い
て
の
発 

表
を
、
和
田
理
紗
子
氏
が
、
小
泉
八
雲
の
「
雪 

女
」
の
特
質
を
、「
雪
女
」
以
前
の
八
雲
の
再
話 

作
品
や
種
々
の
異
類
婚
姻
譚
と
比
較
し
て
明 

ら
か
に
す
る
発
表
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
福
島
尚
氏
は
、「
隴
山
雲
暗
～
」
の 

句
が
疫
神
（
疫
病
神
）
の
心
を
動
か
し
て
、
そ 

の
作
者
菅
三
品
の
家
の
者
が
病
を
免
れ
た
と 

い
う
話
を
取
り
上
げ
、
そ
の
伝
承
状
況
を
調
査 

し
つ
つ
、
こ
の
句
の
秀
句
と
さ
れ
る
所
以
を
考 

察
す
る
発
表
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
福 

島
氏
の
発
表
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感 

染
症
鎮
静
の
願
い
が
託
さ
れ
て
い
た
の
で
は 

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
三
氏
い
ず
れ
も
大
変
興 

味
深
い
発
表
で
し
た
。
な
お
、
本
号
に
、
福
島 

氏
・
和
田
氏
の
発
表
に
基
づ
く
論
文
が
掲
載
さ 

れ
て
い
ま
す
。 

○
研
究
発
表
会
の
在
学
生
の
参
加
は
例
年
並

み
で
、
卒
業
生
の
参
加
は
四
人
と
少
数
で
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
発
表
会
に
戸
惑
わ
れ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
こ
の
四
人
の
う
ち
の
お
一
人
か
ら
、

以
下
の
よ
う
な
嬉
し
い
感
想
を
メ
ー
ル
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
本
人
か
ら
、
引
用
し
て
も

よ
い
と
い
う
お
許
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
メ
ー
ル
の
一
部
を
引
用
し
て
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
発
表
を
拝
聴
し
、

久
し
ぶ
り
に
高
松
に
い
な
が
ら
大
学
の
雰

囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
で
な
く
て
も
な
か
な
か
高
知
ま
で
足
を

運
ぶ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
今
、
思
い
が
け

ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
な
に
し
ろ
研
究
発
表
会
が
始
ま
る
５

分
前
ま
で
家
事
が
で
き
る
！
今
更
な
が
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
す
ご
い
で
す

ね
（
実
は
本
日
初
体
験
で
し
た
）
。
す
っ
か

り
学
問
の
世
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
私
に
と
っ
て
は
革
命
で
し
た
。 

来
年
度
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
対
面
で
の
研

究
発
表
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
的

に
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
で
す
。
一
卒
業
生

と
し
て
、
国
語
国
文
学
会
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
陰
な
が

ら
一
生
懸
命
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
大
学
は
卒
論
、
入
試
の
季
節
で
す

ね
。
例
年
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
ば
か
り
で

ご
心
労
も
い
か
ば
か
り
か
と
存
じ
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
疫
神
が
研
究
発
表
に
感
動
し
て
ど
こ

か
に
行
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に…

 

こ
の
よ
う
な
有
難
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
ま
た
、
疫
神

が
退
散
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
来
年
度
の
研
究
発
表
会
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え

ら
れ
ま
す
。
卒
業
生
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

高
知
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
て
も
簡
単

に
参
加
出
来
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
本
学
元
人
文
学
部
長
で
、
運
営
委
員
と
し
て
、

本
学
会
の
活
動
を
長
年
に
渡
っ
て
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
渡
邉
輝
道
先
生
が
、
令
和
二
年
十
一

月
十
二
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
次
号
に
追

悼
文
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。 
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○
本
誌
で
は
、
四
十
九
号
よ
り
、
著
者
か
ら
の

許
諾
を
得
た
論
文
等
を
、
「
高
知
大
学
学
術
情

報
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
登
録
し
、
電
子
的
に
公
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
時
勢
に
鑑
み
、
四
十
九
号

よ
り
前
の
論
文
等
も
順
次
公
開
し
ま
す
。
公
開

を
希
望
し
な
い
論
文
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

途
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
公
開
の
対
象
外
と

し
ま
す
。 

   

※
会
費
納
入
の
お
願
い 

 
 

本
学
会
の
運
営
は
現
在
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
何
年
も
の
間
、
単
年
度

の
赤
字
決
算
が
常
態
化
し
て
い
て
、
貯
金
を
取

り
崩
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
貯
金
は
底
を
突
き
、

や
が
て
は
、
学
会
を
閉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
会
費
の
納
入
率
の
低

下
が
そ
の
要
因
で
す
。
本
年
度
は
、
十
月
下
旬

に
、「
会
費
納
入
の
お
願
い
」
の
用
紙
と
振
替
用

紙
と
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

未
納
の
方
は
、
会
費
の
納
入
を
何
卒
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
運
営
委
員
一
同
、
皆
様
に
会
費

を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
の
あ

る
学
会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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